
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１０月のクラス目標 
０歳児 

・保育者との触れ合い遊びや戸外で探索活動を楽しむ 

・自然の物に目を向けたり発見したりして戸外遊びを楽しむ 

１歳児 

・秋の自然に触れながら、戸外で遊ぶことを楽しむ 

・自分でしたいという気持ちを受け止めながら、保育者や友だちと全身を動かして楽しむ 

２歳児 

・簡単な身の回りの事を少しずつ自分でしようとする 

・友だちと一緒にイメージを共有しながら遊びを展開する楽しさを知る 

３歳児 

・秋の自然に興味・関心をもち自然物を使って遊びを楽しむ 

・友だちや保育者との関りを通じて様々な気持ちを経験する 

４歳児 

・身近な秋の自然に触れ、季節の変化や自然現象に興味・関心を持ち遊びの中に取り入れ

る 

・自分の思いや考えを友だちに話をしたり、友だちの話を聞いたりして興味を広げいろい

ろなことに挑戦する 

５歳児 

・興味をもって秋の自然にかかわり、その不思議さや美しさを感じて表現する 

・友だちと考えを出し合ったり、話し合ったりしながら、遊びを進めたり、自分たちで物

事を解決していく 

 

 

 

2021年１０月１日  富良野市立虹いろ保育所 

 

お知らせとお願い 
🌼令和３年度 発表会は 12月 4日（土）に開催いたします。 

🌼10月より2歳児クラスの子どもたちの受け入れ、受け渡しを、園庭及び２階遊戯室で行い

ます。子どもたちの成長に合わせ、環境の場を広げていきます。 

🌼登所時には子どもたちのマスクの着用をお願いいたします。また、マスクへの名前の明記

をお願いいたします。 

🌼10月１日は「衣替えの日」です。着替え用巾着の衣服の衣替えをお願いいたします。 

 パジャマは長袖のご用意をお願いいたします。 

🌼 YouTub℮ふらの保育で、新作絵本 れいんぼうくん・生活の歌の配信を行っています。 

 外出の出来ない時等、親子で視聴して楽しんでみてはいかがでしょう。 

 

 

 

１０ 月 の 行 事 
２日（土）第７回運動会 

雨天順延3日（日）（３～５歳児参加） 

3 日雨天の場合スポーツセンターで開催 

５日（火）２・3歳親子遠足（錦町公園） 

６日（水）教育委員会特別支援連携協議会専門家 

チーム来所 ４歳児訪問 

７日（木）５歳 水泳保育（ふらっと） 

８日（金）４歳 水泳保育（ふらっと）      

１１日（月）就学時健康診断（扇山） 

１３日（水）誕生会 

１５日（金）避難訓練 

１８日（月）就学時健康診断（東小・鳥沼・富小） 

２０日（水）食の探検隊 5歳児カレーを作ろう！ 

２３日・３０日（土）就学時内科・歯科健診 

    

    

  

 

 

 

 

 

 

富良野の山々の木々も赤や黄色など、色とりどりに染まり始めました。澄み切った秋空のもと、

子どもたちは元気いっぱい園庭での遊びを楽しんでいます。延期となっていた運動会の取り組み

にも、一段と気合が入り、走り方も上手になってきました。あとは、当日のお天気を祈るばかり

ですね。 

一年も半年が過ぎ、あっという間に後半期がスタートします。残りの６ヵ月も一人ひとりの個

性が輝くように楽しい保育を行ってまいりたいと思います。 

朝夕と日中の気温差が見られる季節になってきましたので、子どもたちの体調管理をお願いい

たします。 

 

 教育委員会 

特別支援教育連携協議会 

専門家チーム来所 
１０月６日（水）保育所から教育

委員会へ要請を行い、特別支援教育

連携協議会委員専門家チームより数

名の委員に訪問をしていただきま

す。対象を４歳児として、お子さん

の理解力や行動面で気になる姿に対

し、教員、専門指導員、協会病院リ

ハビリ指導員より、集団生活での

個々への指導法・支援法についてア

ドバイスをいただきます。４歳児の

お子さんの心身の成長・発達・言語

発達に心配を感じられている方は、

担任へご相談ください。 

 

 

 

「がまんする力」を育てる 

「がまんする力」は「生きる力」です。 

 

「がまんする力」は「人とうまくコミュニケーションを

とれる子どもに育つ」に必要な力です。 

子どもに「がまんする力」をつけるためには、大人が「がまん」を

しなくてはなりません 

子どもに泣かれると大人は心が揺れるものですね。それを見抜いて泣いてみせるのが子

どもです。泣くことで、その時々の大人の対応を学びます。子ども自身に「自分で生きる

力」をつけるためには、 

①大人は揺れる心をグッと我慢しましょう。 

②泣かれても「ダメ」なことは「ダメ」と知らせましょう。 

③「子どもに泣かれても譲らない強い意志」を大人が持ちましょう。 

大泣きされても子どもに笑顔を向け、譲らずに「がまんできる！」と信じて待ってみて

はいかがでしょう。そんな大人の姿を見ながら、子どもは「がまんする力」を身につけて

いくことになります。 

「自分の感情が抑制できる自制心」「社会性と規則を守る意識」「他人に迷惑をかけない」

「相手の気持ちが理解できる」「決して暴力を振るわない」これらは「がまんする力」が働

いています。 

  

子育てワンポイント～ 

 


